














8 

４森づくり人材育成プロジェクト 
新・森づくり構想の実現の担い手となるプロフェッショナルな林業技術者の育成として、森林

施業プランナーの技術育成のための「森づくり人材育成研修」を平成30年度より開始しました。 

また、森づくりの直接的な担い手となる森林作業員の育成のため、令和2年度から豊田森林組合

の新規採用者を林業大学校等へ就学させる取組を始め、当年度は新たに3人が林業大学校等で学ん

でいます。 

このほか、林業に必要な基本的技術の習得を目的とする「緑の雇用」の新規研修生2人を受け入

れました。 

〈森づくり人材育成の育成状況（令和4年度）〉 （ 単位： 人）

指 標 実 績（ A）  目 標（ Ｂ）  達成率（ A/B）  

新規採用職員育成支援事業研修生 6 6 100％

「緑の雇用」新規研修生 2 3 67%

①森林作業員基礎技術研修
当年度から、森林作業員現場の安全性の向上を図り、作業員の定着につなげることを目的とし

た「森林作業員基礎技術研修」を実施しました。具体的には、若手の森林作業員に対して、チェ

ーンソーの目立て等の基礎から実際の伐倒演習等の実技と、森林作業員として必要な知識を身に

つけるための座学を繰り返し行い、基礎技術の習得を目指すものであり、計13回/年実施しまし

た。 

②森づくり人材の確保等 
ア 「緑の雇用」事業等の活用 

「緑の雇用」事業は全国森林組合連合会からの委託を受けて、（公財）愛知県林業振興基金が

研修等の実施と取りまとめを行っています。なお、豊田森林組合は、平成15年度より積極的に本

事業を活用しており、現在までに116人の研修生を受け入れ、40人が現在も作業班や組合職員と

して活躍しています。また、平成29年度からは「緑の雇用」を補完する「新規就業者育成推進事

業補助金」を設け、安定的な研修生の確保や定着率を向上させる支援に取り組んでいます（付表

23参照）。 

イ 新規就業者育成支援 

「新規就業者育成推進事業補助金」においては、令和2年度から実施している「新規採用者育成

支援事業」により、当年度も新たに3人が豊田森林組合に就職しました。市は、豊田森林組合の

新規採用者の林業大学校等への就学に要する経費の一部を補助しており、豊田市における林業

従事者の育成を支援しています。 

ウ 森づくり団地化推進員 

森づくりの団地化を推進する人材を育成するとともに、地域の雇用創出を目的として、平成21

年度から豊田森林組合が臨時的に雇用する「森づくり団地化推進員」（緑のコーディネーター）

に対して人件費の一部を補助しており、当年度は10人分の補助をしました（付表24参照）。 






















